
ＤＣで注目集める日光エリア

足
尾
エ
リ
ア日

本
一
の
鉱
都

坑
内
を
開
放

中
禅
寺
エ
リ
ア自

然
豊
か
な

往
年
の
避
暑
地

中禅寺エリア

避暑地コンサートも
名物マス料理を堪能

足尾エリア

春の花祭りも楽しむ
廃線跡を歩くツアー

世界遺産エリア

ライトアップ企画
夜の社寺を幻想的に

湯元エリア

湯めぐりで記念品も
写経や御朱印拝受

多彩なＤＣ特別企画

世
界
遺
産
エ
リ
ア

二
社
一
寺
な
ど


年
に
登
録

湯
元
エ
リ
ア湖

岸
に
開
け
た

静
か
な
温
泉
街
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か
つ
て「
日
本
一
の
鉱
都
」

と
呼
ば
れ
た
足
尾
銅
山
。
現

在
で
は
、
閉
山
後
に
坑
内
の

一
部
が
開
放
さ
れ
、
ト
ロ
ッ

コ
電
車
に
乗
っ
て
坑
道
に
入

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
敷
地
内
に
は
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
も
あ
り
、
隣
接
し
た
渡
良

瀬
川
河
原
は
晴
れ
た
日
に
は

水
辺
で
楽
し
む
人
々
で
に
ぎ

わ
い
を
み
せ
る
。

足
尾
銅
山
。
閉
山
後
の
現
在

は
銅
山
の
歴
史
を
知
る
観
光

施
設
と
し
て
一
部
が
開
放
さ

れ
て
い
る

　
中
禅
寺
湖
は
、
男
体
山
か

ら
噴
出
し
た
溶
岩
で
水
が
せ

き
止
め
ら
れ
て
で
き
た
湖
。

湖
の
周
囲
は
四
季
折
々
の
自

然
で
彩
ら
れ
、
明
治
・
大
正

期
に
は
外
国
人
の
避
暑
地
と

し
て
親
し
ま
れ
た
。
イ
タ
リ

ア
大
使
館
や
旧
英
国
大
使
館

別
荘
の
記
念
公
園
で
は
、
当

時
の
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。

イ
タ
リ
ア
大
使
館
別
荘
付
近

の
中
禅
寺
湖
。
外
国
人
の
避

暑
地
と
し
て
古
く
か
ら
に
ぎ

わ
う

　
マ
ス
料
理

　
国
際
避
暑
地
記
念
施
設

　
●
奥
日
光
マ
ス
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
（
４
～
６
月
）

　
中
禅
寺
湖
畔
の
宿
泊
施

設
、
飲
食
施
設
で
、
奥
日
光

名
物
「
マ
ス
」
を
使
っ
た
料

理
を
食
べ
る
と
、
豪
華
景
品

が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
実
施
。
ス
タ
ン
プ
パ
ス
ポ

ー
ト
は
各
店
舗
か
自
然
博
物

館
な
ど
で
も
配
布
さ
れ
る
。

　
▽
奥
日
光
マ
ス
料
理
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
事
務
局
☎
０
２

８
８
（
５
５
）
０
２
１
２
。

　
●
避
暑
地
別
荘
コ
ン
サ
ー

ト
（
５
月

日
、
６
月
２
、

９
日
、
計
３
回
）

　
中
禅
寺
湖
畔
国
際
避
暑
地

記
念
施
設
で
の
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
開
催
イ
ベ
ン
ト
。
栃
木

ゆ
か
り
の
演
奏
者
が
所
属
す

る
Ｍ
Ｃ
Ｆ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と

ち
ぎ
に
よ
る
生
演
奏
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。
５
月


日
は
イ
タ
リ
ア
大
使
館
別
荘

記
念
公
園
、
６
月
２
日
は
英

国
大
使
館
別
荘
記
念
公
園
、

６
月
９
日
は
中
禅
寺
湖
畔
ボ

ー
ト
ハ
ウ
ス
で
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
▽
日
光
自
然
博
物
館
☎
０

２
８
８（
５
５
）０
８
８
０
。

　
廃
線
ツ
ア
ー

　
花
桃
ま
つ
り

　
●
廃
線
を
歩
こ
う
＆
植
樹

体
験
ツ
ア
ー
（
４
月

日
、

５
月

日
、
６
月

日
）

　
足
尾
銅
山
の
廃
線
跡
な

ど
、
通
常
は
立
入
禁
止
の
エ

リ
ア
に
入
る
こ
と
が
で
き
る

ガ
イ
ド
付
き
特
別
ツ
ア
ー
。

現
在
の
終
着
駅
・
間
藤
か
ら
、

か
つ
て
の
終
着
駅
・
足
尾
本

山
ま
で
の
ト
ン
ネ
ル
あ
り
、

鉄
橋
あ
り
の
変
化
に
富
ん
だ

廃
線
跡
を
た
ど
る
。

　
▽
日
光
お
で
か
け
サ
ロ
ン

☎
０
２
８
８
（
５
４
）
２
７

０
０
。

　
●
春
の
花
祭
り
フ
リ
ー
プ

ラ
ン
（
４
月
７
、
８
日
）

　
神
戸
駅
で
開
催
さ
れ
る

「
花
桃
ま
つ
り
」に
合
わ
せ
、

鉄
道
の
１
日
フ
リ
ー
き
っ
ぷ

と
日
光
（
西
参
道
前
）
―
足

尾
駅
間
を
結
ぶ
直
通
バ
ス
の

片
道
運
賃
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
ツ
ア
ー
。
４
月
８
日
に
は

水
沼
駅
で
「
く
ろ
ほ
ね
桜
ま

つ
り
」
も
開
催
さ
れ
、
１
日

フ
リ
ー
き
っ
ぷ
で
両
方
を
回

る
こ
と
も
可
能
。

　
▽
日
光
お
で
か
け
サ
ロ
ン

☎
０
２
８
８
（
５
４
）
２
７

０
０
。

　
慈
雲
寺

　
輪
王
寺
二
天
門

　
●
慈
雲
寺
御
開
帳
・
化
け

地
蔵
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
（
４
月


～

日
）

　
４
日
間
限
定
で
慈
雲
寺
の

ご
開
帳
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

化
け
地
蔵
（
並
び
地
蔵
）
と

そ
の
周
辺
が
キ
ャ
ン
ド
ル
で

飾
ら
れ
、
普
段
と
は
違
っ
た

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
▽
日
光
温
泉
旅
館
協
同
組

合
☎
０
２
８
８
（
５
４
）
３

１
２
６
。

　
●
世
界
遺
産
「
日
光
の
社

寺
」
特
別
Ｄ
Ｃ
企
画
（
４
月


日
～
５
月
５
日
）

　
約

年
ぶ
り
に
極
彩
色
を

露
わ
に
し
た
日
光
東
照
宮
の

陽
明
門
を
は
じ
め
、
世
界
遺

産
「
日
光
の
社
寺
」
の
美
し

い
建
造
物
群
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
な
ど
の
特
別
企
画
。
日
光

東
照
宮
で
は
「
国
宝
陽
明
門

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
、
日
光
山

輪
王
寺
で
は
「
家
光
廟
『
二

天
門
』
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
、

日
光
二
荒
山
神
社
で
は
「
良

い
縁
特
別
参
拝
」
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
▽
日
光
市
観
光
振
興
課
☎

０
２
８
８
（
２
１
）
５
１
７

０
。

　
温
泉
寺

　
澄
み
切
っ
た
星
空

　
●
開
湯
１
２
３
０
湯
元
温

泉
特
別
イ
ベ
ン
ト
（
５
～
６

月
）

　
湯
元
温
泉
で
は
、
開
湯
１

２
３
０
年
を
記
念
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ

れ
て
い
る
。
５
月

日
～
６

月

日
ま
で
の
毎
週
日
曜
日

に
は
温
泉
寺
で
の
写
経
体
験

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
限
定

の
御
朱
印
を
拝
受
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
他
、
足
湯

広
場
で
の
温
泉
卵
無
料
配
布

な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
▽
奥
日
光
湯
元
温
泉
旅
館

協
同
組
合
☎
０
２
８
８
（
６

２
）
２
５
７
０
。

　
●
湯
め
ぐ
り
手
形
・
星
空

観
察
（
４
～
６
月
）

　
期
間
中
、
湯
め
ぐ
り
手
形

を
購
入
（
大
人
千
円
、
小
人

７
０
０
円
）し
、エ
リ
ア
内
の

全

施
設
の
中
か
ら
３
施
設

で「
湯
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
」を

も
ら
う
と
、
も
れ
な
く
記
念

品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

宿
泊
者
限
定
の
星
空
観
測
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
る
。

　
▽
奥
日
光
湯
元
温
泉
旅
館

協
同
組
合
☎
０
２
８
８
（
６

２
）
２
５
７
０
。

　
１
９
９
９
年
に
世
界
遺
産

登
録
さ
れ
た
「
日
光
の
社

寺
」
。
日
光
東
照
宮
、
日
光

二
荒
山
神
社
、
日
光
山
輪
王

寺
の
二
社
一
寺
な
ど
、
多
く

の
見
ど
こ
ろ
あ
ふ
れ
る
エ
リ

ア
。

　
日
光
エ
リ
ア
観
光
の
拠
点

と
な
る
日
光
駅
へ
は
、
東
京

か
ら
Ｊ
Ｒ
、
東
武
鉄
道
と
も

に
約
１
時
間
半
と
ア
ク
セ
ス

抜
群
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

「
日
光
の
社
寺
」
の
一
つ
、

日
光
東
照
宮
（
陽
明
門
）

　
湯
ノ
湖
の
北
岸
に
開
け
た

静
か
な
温
泉
街
、湯
元
温
泉
。

温
泉
街
に
は
無
料
で
利
用
で

き
る
足
湯
も
あ
り
、
効
能
豊

か
な
温
泉
を
気
軽
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。

　
近
く
に
は
、
湯
ノ
湖
や
山

々
の
景
観
が
広
が
り
、
季
節

の
花
々
や
秋
の
紅
葉
、
ハ
イ

キ
ン
グ
や
登
山
、
滝
巡
り
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
体
験

が
可
能
。

湯
元
温
泉
。
効
能
豊
か
な
温

泉
と
四
季
折
々
の
自
然
が
魅

力

　４月１日～６月日の３カ月間、栃木デスティネーションキ
ャンペーン（ＤＣ）が開催される。キャッチフレーズは「本物
の出会い栃木」。花、食、温泉、自然、歴史・文化の五つを基
本テーマとしている。今回はそんな栃木ＤＣで注目を集める日
光エリアの特別企画を紹介する。



「花」「食」「温泉」「自然」「歴史・文化」
その他、注目の特別企画

栃
木
Ｄ
Ｃ
開
催
に
あ
た
っ
て

日
光
市
長

斎
藤
文
夫
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日
光
市
は
、
栃
木
県
の
お
よ
そ
４

分
の
１
の
面
積
を
占
め
る
広
大
な
区

域
の
中
に
日
光
国
立
公
園
を
は
じ
め

と
す
る
雄
大
な
自
然
、
世
界
遺
産

「
日
光
の
社
寺
」
に
代
表
さ
れ
る
歴

史
・
文
化
の
資
源
に
加
え
、
湯
量
豊

富
な
温
泉
な
ど
多
く
の
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で

す
。

　
昨
年
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
「
魅

力
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
、
日

光
市
は
全
国

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン

し
、
当
市
の
魅
力
が
全
国
に
認
め
ら

れ
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
中
、本
年
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
大
型
観
光
企
画

「
本
物
の
出
会
い
　
栃
木
」
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｄ

Ｃ
）
が
開
催
さ
れ
る
と
い
う
最
高
の

好
機
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
、
観
光
資
源
の
掘
り
起

こ
し
や
磨
き
上
げ
を
行
い
、
「
今
、

こ
こ
で
し
か
体
験
で
き
な
い
」
と
い

う
、
特
別
感
の
あ
る
新
た
な
観
光
の

魅
力
を
創
出
い
た
し
ま
し
た
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
関
係
団
体
を
は

じ
め
、
地
域
が
一
体
と
な
り
さ
ま
ざ

ま
な
お
も
て
な
し
の
企
画
で
お
客
さ

ま
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

　
当
市
と
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

多
く
の
お
客
さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
魅
力

的
な
観
光
地
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。


